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Ⅰ．はじめに
1．
現在の学校教育における合唱活動は様々な様相を呈し
ているが，その中でも中学校における合唱活動は校内合
唱コンクールを中心に，学校行事の中でも大きなウェイ
トを占めている。しかし殆どの学校で，その芸術的な質
は決して高くなく，合唱と言うハーモニーの織り成す独
特な美しさとはかけ離れた状況になっていることは否め
ない。個人差もあるが，変声も終了し上半身の筋力が格
段に強くなった男子の，その頭声発声によらない「地
声」はハーモニーどころか女子の声を圧倒して掻き消し
てしまう。ところが，これを担任や親たちは「元気があ
る」，「力強い」，「男らしい」等々音楽的な評価基準から
かけ離れたところで感動し高い評価を与える。実際問題
校内合唱コンクールの大きな目的は「クラスの団結」で
あり，無論合唱にもチームワーク的な側面は存在するが，
それはあくまでも純粋に音楽に資する物であって，クラ
ス運営等のツールの一つと考えるのは本来の合唱活動の
意義とは本質的に折り合わない。Ｎコン等の学外のコン
クールでも「勝つ」ことにウエイトが置かれ，勝つため
には中長期的視野に立った指導より，より即効性を持っ
た（音楽に関して基本的にはあり得ないはずだが）指導
が幅を利かせている。
2 ．
平成20年度版の中学校の学習指導要領音楽編は合唱に
ついて「声部の役割や全体の響きを感じ取り，表現を工
夫しながら合わせて歌うこと」としており，またその元
となる発声についは「曲趣に応じた発声により，音楽の
特性を生かして歌うこと」とされている。いずれにせよ，
これらは 1 . で挙げた現状のままでは到底達成できると
は考えられない。中学校の教育現場では合唱のみならず，
音楽自体を指導要領にあるような真っ当な学習活動とし
て再度位置付けるべく努力が必要かと思われるが，この
論文では合唱と言う歌唱活動を通してそれを達成すべく，
主に技術的な側面から現実的な解決策を論じていきたい。
Ⅱ．中学校の合唱活動における発声指導について
1．
前述の指導要領にある発声についての記述「曲趣に応
じた発声により，音楽の特性を生かして歌うこと」によ
れば，合唱の場合は合唱するにあたって「合唱音楽の特
性を生かせるような発声」が求められる。そのような発
声とは，Ⅰ.－ 1 . に挙げたような「力強い声」や「男ら
しい声」などと言う印象に先行して，まず「良くハーモ
ニーする声」で発声することが求められるべきであろう。
男女共に中学 2 年ともなれば変声期は終了に近づき，
多くの生徒たちが小学校時代の同声合唱から卒業した，
それぞれの性差の違いに基づいた発声にほぼ移行が完了
する時期である。正しい発声が行われていれば，変声前
の時期に男女でほぼ同質であった声質は，この時期を境
に大きく変化することとなる。女声は小学校以来の所謂
「裏声」で歌っていくわけだが，男声はそれとは根本的
に音程（同じ音でも実質は 1 オクターブ低くなる）や響
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きの異なる，所謂「地声」で歌うこととなる。そのよう
に声質そのものが異なってしまう中で，その異なった 2
つの声質を融合させ，「良くハーモニーする声」を作り
出すためにはどのような発声指導が必要とされるのであ
ろうか。
2 ．
小学校音楽科の指導要領に示されている「自然で無理
のない発声」を通じて，本来は段階的に構築されるべき
変声期前後の中学生の発声ではあるが，残念ながら現在
の小学校における発声指導の状況では，多くの場合それ
を望むべくもないので，男女共に（特に男子は）ほぼ
一から基礎的な発声に取り組まなければならない。ただ，
それは必ずしも悲観的なことではなく，中学 1 年生から
しっかりとした発声理論に基づく指導がなされれば，体
の爆発的ともいえる成長とそれに伴う声帯の発達に応じ
て，短い間に効果的な指導が可能であるという点におい
てはむしろ得難いチャンスと捉えることもできる。これ
以上学齢が進んでしまうと体の使い方が固まり，頭では
理解していても体が上手く順応しないという成人の特徴
が顕著になる傾向があるので，中学校における教育は基
本的な歌唱教育を定着させる上で最後の機会となると考
えられよう。
3 ．
合唱と言う曲種における発声とは，ヨーロッパの伝統
的な発声法に他ならない。他の様々な西洋文化と共に，
西洋音楽も明治の洋楽輸入期に日本にやってきた。それ
から宗教的土壌の異なる日本に西洋音楽が根付いていく
過程で様々なカルチャライズが行われるが，それにより
日本に根付いていった西洋音楽においては多くの本質的
なものが欠落してしまった。その中で最もヨーロッパの
伝統とかけ離れてしまったものの一つが，歌唱活動の中
核を担う発声技術についてであろう。これは宗教的な背
景の違いと言うよりは，日本語とヨーロッパの言語の発
音構造の違いからくるもので，ほぼ日常的な生活感覚の
違いと言ってもよいほどその相違点を認識することは難
しい。このことについては様々な説明がなされてきたが，
要約すれば，口腔内の口蓋の最奥に位置する「軟口蓋」
の発音時の位置取りの問題であろう。日本語は発音時に
概ねこの軟口蓋が下がっており，口腔奥の共鳴腔として
の空間が狭い状態で発音されるが，ヨーロッパの言語，
特に声楽に於いて代表的なイタリア語，ドイツ語，フラ
ンス語等の言語では，若干の差異はあるものの，基本的
に発音時の軟口蓋の位置は比較的高止まりしており，口
腔奥の共鳴腔も確保されたまま発音される。発音時に生
じるこの差異は歌唱時にはさらに拡大され，同じ母音を
発声していても，ハーモニーの質を決定する音色の違い
のみならず，音の運動性や音程にまで影響を及ぼしてく
る。そのような言語条件のもと発達した「ベルカント」
等を代表するヨーロッパの発声法は，声帯に対しても可
能な限り負担がかからない発声法であり，本来学校教育
においても正しい認識で広く行われなければならない歌
唱活動の基礎である。
4 ．
ヨーロッパの発声法の中核をなすのは「頭声」と言わ
れる声区を中心に運用される，「頭声発声」であろう。
昭和初期の学習指導要領にはこの「頭声発声」が目指
すべき発声として明記されていたが，残念ながらその後
次第に後退し，運用次第では間違ってはいないが，現在
の様な最大公約数的表現となってしまった。無論そう
なった現在でも合唱活動のためにはこの「頭声発声」を
基本としたヨーロッパの発声が行われるべきであり，そ
の重要性は失われることはない。
頭声発声のための重要なポイントは，前述の「軟口
蓋」を如何に高止まりさせたまま歌い続けることが出来
るかと言うところにある。後述する「支え」と協働させ
てこの状態で歌うことにより声帯が極限まで引き伸ばさ
れ，声は細く明るく響き，しかも遠くにまで通る芯のあ
る充実したものとなる。合唱などのアンサンブル時にも
ハーモニーが容易となり，声帯への負担も少なく疲れに
くいのが特徴である。しかし，軟口蓋自体は不随意筋で
構成されているため，それを意識して引き上げるために
はある程度のトレーニングが必要である上，前述のよう
に我々の母語である日本語が軟口蓋を活躍させる発音構
造ではないため，軟口蓋それ自体を意識させることすら
非常に困難を伴う。現場での指導においては，まず軟口
蓋の位置を確認して，ブレスのたびにその場所を意識す
る習慣を付けさせることであろうか。軟口蓋は口から吸
気した場合，喉の奥に冷たく息が当たる場所周辺にあり，
日本語の通常会話時にはまず意識が行かないほど奥まっ
た位置にあることを気付かせたい。軟口蓋は口から吸気
した直後が一番引き上げられた状態となり，本来はその
状態を維持し口腔内奥の共鳴腔を確保したまま歌うこと
が理想であるが，それを実現させるためには前述の「支
え」との協働が不可欠となる。
歌唱時の「支え」とはどのような状態を指すのであろ
うか。一般に「腹式呼吸」と言われる形が基本となる
が，吸気によって膨張した肺が横隔膜を押し下げること
により下腹部が外側へ向けて膨らんだ状態となる。この
状態から歌唱した時に，当然ながら吸気による肺の圧力
で外側に膨張した下腹部は肺の収縮によって再び元の状
態に戻ろうとして凹んでくる。それを凹むに任せないで
横隔膜が押し下がったままの，吸気直後の状態に保つべ
く内側から今度は吸気によらずに腹圧をかけていく。こ
の一連の動作を，歌唱時の「支え」と称する。この「支
え」は軟口蓋の下落を防いで声のポジションを一定に保
つ役割だけではなく，呼気のコントロールにより音量や
音色の調節や維持にも重要な役割を果たす，言わば歌唱
時の司令塔の様な存在である。「支え」の正常な運用な
くしては効率的で身体（声帯）に負荷の少ない歌唱は望
むべくもないが，現場での指導は「お腹に息を入て！」
や「胸いっぱいに沢山息を吸い込んで」等々，ブレスの
役割を吸気の側面からしか捉えていないような場合が多
いように見受けられる。また「吸い込んだ息を出しなが
ら歌っているのだから，歌っていくにつれてお腹は凹ん
でいくものだ。故に歌唱時はお腹を凹ませてながら歌う
べきだ」というまさに正反対の指導が，合唱指導者と言
われる専門家？によって堂々と主張されている現実には
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驚くばかりである。ブレスの役割は歌唱時の支えの構築
であり，少なくとも一度構築された支えはブレスからブ
レスの間は同じ状態で維持されることが大前提となる。
5 ．
軟口蓋の高止まりによって現出する口腔内の共鳴腔の
確保と，吸気によって膨らんだ横隔膜を維持するという
この 2 点が，大まかに言って，ヨーロッパ式の頭声発声
を実現させるためのカギになる事項であるが，勿論この
ほかにもこの 2 点を確実に実行するために必要不可欠な
要素がいくつも存在する。以下に実際の中学生に対する
歌唱指導時の注意点とリンクさせる形で，重要なものを
幾つか挙げて行こう。
ａ．〈口の形と母音の統一〉
「口を大きく開けよう！」とは歌唱指導時に良く聞く
言葉である。但しただ闇雲に口を開ければよいものでは
なく，縦方向上下に開けなければならない。口角を横に
広げて発声すると，軟口蓋が簡単に降りてきて共鳴の少
ない潰れたような声になってしまう。母音のア，オ，エ
の 3 種類に関しては口を楕円形に縦に開いたほぼ同じ形
で発声されるべきであり，イに関しては口角を広げず，
高音域だけ口を縦方向に開いて歌うようにする。ウに関
しては口を窄めて歌う形を取る。いずれの場合も軟口蓋
を常に意識し口腔内の共鳴腔を確保して歌うことが重要
で，そうすることにより声のポジション（声の響きの当
てどころ）が安定し，音色が統一される。これを「母音
の統一（Vokalausgleich：独）」と言い，後述する音楽
表現に際し重要な役割を果たす。口の開け方については
指導の際，鏡を活用すると効果的である。
ｂ．〈ブレスについて〉
腹式呼吸によるブレスについては前述のように「支
え」を作ることを最大の目標として行うことが重要であ
るが，そのためにブレスのスピードにも注意が必要であ
る。ゆっくりとした所謂「深呼吸」のようなブレスでは，
体の重心が上に上がってしまい，下腹部（横隔膜）は殆
ど膨らまず「支え」が構築されにくい。また，息を速く
吸うことが出来ても上半身に力が入り過ぎて，やはり重
心が上がってしまう場合も数多くみられる。共に指導の
初期に多い現象であるが，呼吸時のフォームに注目させ
体重が呼吸によって下方に移動しやすいように，肩幅に
開いた両足の膝を若干曲げ重心の下がったフォームで呼
吸させるようにする。体の使い方は意外に個人差が大き
くなかなか指導が行き渡らないが，ウォーミングアップ
の一環として繰り返し「呼吸の運動」を取り入れるなど
して確実に定着させたい。
ｃ．〈支えの動作理解について〉
腹式呼吸によるブレスが上手く行くようになり，ブレ
ス直後は横隔膜が下がるようになっても，それをブレス
からブレスの間維持し続けることは非常に難しい。場合
によっては全ての発声指導中これを体で理解させること
が一番難しいことかもしれない。ただ，これが出来なけ
れば「支え」は機能せず，どうしても喉に頼った声帯に
過度な負担をかける発声になってしまう。筆者はこの感
覚を理解させるために，前述の「呼吸の運動」を取り入
れている。腹式呼吸により横隔膜が下りた状態から，そ
れを維持しながら声ではなく息を「スー」っと吐き出し
ていく。時間を計り，10秒から 5 秒刻みで30秒まで徐々
に吐く時間を延ばしていく。重要な事は，下がった横隔
膜へ如何に腹圧をかけ続けられるかということで，息を
長く吐き続ける事ではないことを理解させたい。この方
法で支えの動きが理解できない場合は，仰向けに寝て体
を伸ばした状態で同じ運動をさせる。その際横隔膜が下
がって上方に膨らんだ腹部に若干重めの物（辞書等）を
載せ，息を吐いていっても腹部に載せたものが下方に落
ちてこないよう腹圧をかけさせる。重力に逆らうこのや
り方で腹部への加圧法を学習し，次第に通常の歌唱の姿
勢でも同じような腹圧のかけ方が出来るように練習させ
る。実際の歌唱時にはこの運動で吐き出すよりはるかに
多量の息を使っており，この運動が出来ないような場合
は，実際の歌唱時にも的確な支えが取りにくい状況であ
ると判断できる。
ｄ．〈声のポジショニングについて〉
ａ. で母音の統一による声のポジションの安定と言う
ことを述べたが，それをどのポジションで安定させるか
が日本で現在行われている指導方針とヨーロッパ式の発
声法の一番大きな違いである可能性が強い。声は全ての
音域で均一に鳴るべきものであるという考えについて，
演奏効果上異論はないが，日本に多い指導法が事実上音
域（甚だしい場合は音程）ごとにポジションを変え，音
質に関係なくとにかくある一定の音量を維持するという
やり方を取るのに対し，ヨーロッパの発声法では取るべ
きポジションをその歌い手の一番高い音を出していると
きのフォームに統一し，そのまま音質を変えることなく，
同じフォームとポジションでそれより低い音域をすべて
歌っていくという方針を取っている。
声楽におけるポジションとは，軟口蓋の位置に影響さ
れており，高音域を歌う時に軟口蓋が最も高い位置にあ
ることから，ヨーロッパではその位置で歌う状態を頭声
発声の観点からもベストなフォームと位置付け，発声の
基礎に据えている。対して日本では多くの場合，声量を
得るため音域ごとにポジションを移動させてしまい，そ
の結果音域が下がるほど軟口蓋が下がって発声されるこ
とになる。軟口蓋が下がれば口腔内の共鳴腔も狭くなり，
側鳴りはするものの遠くへ飛ばない，ハーモニーしずら
い声になってしまう。高音域でのポジションの統一には，
とにかく中低音域での音量を捨てることが早道である。
中学校の場合部活動を除き，合唱は三部合唱で行われる
ことが多く，アルトは別として，男声パートも意外に高
い音域を歌う場合が多い。音域により徹底的な音量管理
を行い，高音域が発声しやすい状況を作り出す必要があ
る。
その他，このような状況を打開するためにも，教師は
音楽を完全な外来文化であると捉え，カルチャライズに
よる文化の変質を精査しもう一度その本質に立ち戻って，
前述の様な技術的誤謬を正していく指導を取り入れてい
くべきであろう。
6 ．
中学校の現場で特に男子の声が問題になるのは，大声
を張り上げようとするあまり軟口蓋が下がり，クライ
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マックスである高音域は著しく音程が下がるか楽音にな
らず（甚だしい場合はオクターブ低く歌うなどの回避措
置を取る），中間音域は和声構造上低音部の音量が不必
要な個所も声を張り上げてしまう等々，合唱の中での
様々なバランス感覚が欠如してしまう点であろう。これ
ほどまでの欠陥は，授業を始めとする歌唱活動の中で，
合唱音楽に対する正しい認識が生徒の側にもさることな
がら，教師の側にも存在していないということの現れで
あろう。発声については，前述の技術的なポイントを押
さえて行けばある程度は問題も収まっていくはずだが，
果たして技術面の改善だけで音楽としての完成は得られ
るのであろうか。
Ⅲ．中学校の合唱活動における音楽作りへの提言
1．
Ⅱ. では主に合唱に関する技術的な側面から，発声法
を中心に論じた。技術的な誤謬はどこから生まれてくる
かを考えたとき，言語（母語）の相違が非常に大きな原
因になっていた訳であるが，その言語の違いが音楽表現
にも大きな影を落としている。当然のことながら中学校
で歌われる合唱曲のテキスト（歌詞）は日本語の物が大
半を占める。しかしその歌詞を構成する言葉のアクセン
トと，その歌詞に付曲された旋律の拍節感に基づくアク
セント構造が完全に一致していることはごくまれであ
る。これは合唱曲のテキストとされる原詩の多くが音韻
に基づいて作られていないため，テキストそのものに定
常的なリズム感が生まれず，旋律の規則的な拍節感を基
に展開されるヨーロッパの音楽システムには根本的に馴
染まないためである。一方，ヨーロッパの言語をテキス
トとする曲では本来テキストの持つ規則的な音韻構造も
相まって，歌詞とメロディーのアクセント構造が一致し，
それにより両者の間には非常に密接な表情の整合性が生
まれる。
日本歌曲には叙景歌曲が多いのに対し，外国歌曲には
抒情歌曲が多いという現状も，このテキストと旋律のア
クセント構造の整合性にもよるのではないだろうか。直
接的な心情表現はテキストと旋律が混然一体とならなけ
れば達成されず，特に両者の細かいリズム構造の整合性
がかなり厳密に要求される。対して，叙景歌曲において
はテキスト細部の表現よりは，フレーズ単位での音色変
化による表現に重点が置かれており，言語構造の問題で
一フレーズの中の情報量が圧倒的に少なくなる日本語の
テキストに付曲する場合には，自ずと叙景詩的なテキス
トとの結びつきが強くなるのではないかと想像される。
2 ．
中学校音楽科の学習指導要領の歌唱の指導目標には，
ア「歌詞の内容や曲想を感じ取り，表現を工夫して歌う
こと」や，イ「曲種に応じた発声により，言葉の特性を
生かして歌うこと」，またはウ「声部の役割や全体の響
きを感じ取り，表現を工夫しながら合わせて歌うこと」
の 3 点が挙げられている。現場の歌唱指導に於ては歌詞
内容の理解について多くの時間が割かれているが，上記
のア及びイにある歌詞についての言及は，本当に現場で
行われているような歌詞内容のミクロ的な捉え方を要求
しているのだろうか。
Ⅲ.－ 1 で述べたように，日本語をテキストとする歌
曲作品が持つフレーズの中心点と歌詞の内容的中心点は
必ずしも一致していない。それどころかずれている場合
が殆どである。しかし現場では歌詞内容の中心点を最初
に説明・検討し，それを音楽の中心点に見立てた音楽作
りの方法が非常に多く採用されており，フレーズの中心
点や音楽的クライマックスはぼやけ，まさに音楽の非言
語コミュニケーション的側面が犠牲になっているのが現
状であろう。音楽は音の流れや音のまとまりで様々な感
情表現を行う分野であり，声楽曲の場合も，まず認識さ
せなければならないのは歌詞ではなく，フレージングに
よる音の流れの把握である。日本語をテキストとする作
品においてはⅢ.－ 1 でも述べた理由で更にそれが重要
であり，音楽の逐語的表現はある種の偶発的例外を除い
て避けた方が賢明であろう。
また，作曲家が歌詞に付曲した場合，その時点で歌詞
内容以外の，又はそれ以上の表現内容やメッセージがそ
の詩を媒体として新たに，音によって表現されたと考え
るべきで，そうでなければ作曲と言う行為が無意味に
なってしまう。それ故，合唱曲等声楽曲の演奏解釈（音
楽作り）では，歌詞と言う言わば古い表現媒体に立ち戻
ること無く，作曲によって新たに表現しなおされた「歌
詞の内容や曲想」をまずは純粋に音楽として表出するた
めの「表現の工夫」を考えていくようにしたい。
3 ．
それでは現実的にどのような音楽作りを進めて行けば
よいのであろうか。順を追って説明していく。
ａ．〈拍節感の認識〉
まずは音取りの段階から，その合唱曲が何拍子かを全
員に確認させ，その拍節感に基づいた音の強弱（強拍は
強く長く息を送り，その反動で弱拍を自然に減衰させる
と言う流れ）でその拍子特有の音の流れを明確に表出で
きるようになるまで繰り返し練習させる。
ｂ．〈フレーズの構築〉
ａで認識した拍節感に基づく音の流れを踏まえ，旋律
を何小節単位のフレーズにするかを決定する。パート間
でリズムのずれや音楽的役割が異なる等がある場合は，
パートごとに細かくフレーズの纏め方を指示する。
ｃ．〈フレーズ内での頂点の設定〉
ｂで設定したフレーズの中で，頂点を設定し，それに
合わせて音の動きを規定する。例えば 2 小節単位のフ
レーズの場合， 2 小節目の 1 拍目に頂点を設け，そこに
向かって 1 小節目の最終拍（弱拍）からクレッシェンド
して，フレーズの頂点である 2 小節目の 1 拍目への音の
流れを明確にする。この場合 1 小節目の 1 拍目も強拍で
あるが，次の小節の 1 拍目が頂点であるためそれを意識
して若干弱めに歌わせる。これもパートごとにあるタイ
ミングのずれ等を考慮して，細かくパートごとに指示を
出す。
ｄ．〈楽譜の音楽的情報の付加〉
以上のａ～ｃまでの作業後に，初めて楽譜に記されて
いる歌詞以外の音楽的情報をａ～ｃの作業を踏まえて付
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加し，併せて実行していく。
ここまでのプロセスを，Ⅱに挙げた発声指導を踏まえ
て実行することにより，各パートの音楽的構造がより明
確に描き分けられるようになり，それによって曲の持つ
音楽的なメッセージや演奏者の表現志向が大きな説得力
を持って表出される。歌詞内容の吟味はそれから行って
も構わないだろうし，場合によっては（演奏の出来によっ
ては）既に全く必要が無いはずだ。
4 ．
これら本論文での取り組みは，合唱活動の中でごく基
礎的な事例にすぎない。しかし，どの事例も現場では大
きな誤謬のもとに顧みられていなかったものばかりで，
実行するには教員本人の高い音楽的スキルや相当の時
間，そして継続させる為の強い意志が必要であろう。ま
た，教員養成大学に於いては合唱のみならず，独唱やソ
ルフェージュの授業等でも，これらの言わば「忘れられ
た本質」に対して常に注意喚起し，学生を覚醒させ続け
る必要がある。そして我々音楽科教員は，本場ヨーロッ
パから遠いこの日本で，西洋音楽を教育する意義が失わ
れないよう，様々な機会を捉えて実践研究を積み重ねて
いかねばならない。
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